
 

 

 

 

 

 
 

  
本日で２学期が終了し、明日から冬休みです。２学期はたくさんの行事や活動があり、特

に創立１５０周年記念式典に向けての取組によって、子供たちの力が一段と伸びたように思
います。終業式の「２学期がんばったこと」の発表でも、そのことを挙げている子供も多か
ったです。それぞれ自分の目標に向かって精一杯力を発揮してきたのが伝わりました。みん
な、よくがんばりました！ 
 明日から１月７日（火）まで１４日間の休みとなります。冬休み中は、子供たちが安全に
規則正しい生活を送れるよう、学校・学級から配布している「冬休みのくらし」をご確認の
上、ご指導いただきますようお願いいたします。３学期始業式には、全員の笑顔が見られる
よう、子供たちの健康管理についても、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

２学期を振り返って 
終業式では、２学期７８日間の学校生活を４人の担任の先生方の学級通信を使って、振り

返ってみました。子供たちは、「あんなこともあったね」「そういえば、あのとき・・・だったね」と、
自分たちのがんばりを思い出していました。大きな行事だけでなく、日々の小さな出来事の
中にも、子供たちの成長を感じる場面がたくさんありました。一生懸命に努力する姿や友達
に優しく声をかけている姿、思わず笑みがこぼれる言動等、あげればきりがないほどです。こ
の２学期に身につけた力をさらに伸ばしていきたいと思います。３０人の子供たちの可能性
を最大限に引き出すべく、私たち教職員もがんばります！ 
一部、紹介します。 
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立派な門松ができました！ 
今年も、益田様と中村様のご協力によ

り、立派な門松が完成しました。お二人
には材料の準備からご指導まで、大変お
世話になりました。子供たちもせっせと土
を入れたり、花材を植えたりしていき、楽
しく門松作りができました。おかげで維
和小もよいお正月を迎えることができま
す。ありがとうございました。 

 

力を出し切った、持久走大会！ 
自分の目標タイムに向かって、精一杯チャレンジ力を発揮しました。お家の方々の温かい

声援をうけ、たくさんのパワーをもらい、きつくても最後まで粘り強くがんばった子供たちでし
た。これまでの記録を更新した子供たちも多かったようです。「きついときこそ、きついからこ
そ頑張る」力が様々な面で生かされ、今後の自信につながっていくと思います。 
また、安全確保のため、体育委員の方々に車の誘導等を行っていただきました。おかげで

無事に大会を終えることができました。そして、練習期間中、優しい運転と応援をしていただ
いた地域の皆様にも感謝いたします。ありがとうございました。 
当日は、この前に人権教育の授業参観、この後に PTA親子レクリエーションを実施しまし

た。しっかり学び、楽しく体を動かし、充実した一日になりました！ 

認知症サポーター講座 
上天草市社会福祉協議会の方から、認知症とはどういうもの

か、認知症の人と接するときの心構え、認知症サポーターとして
できること等について説明がありました。グループワークもしなが
ら、認知症の人の思いや対応の仕方、どのような支援ができる
か等を考えていきました。認知症の方に対し、「怒らない・諫めな
い」、「同じことを話す際、さっきも聞いたではなく、そうだねと頷
いて聞く」等の気配り・心配りが大切であることを学びました。   
講座を終え、認知症サポーターの証として、カードをいただきました。これから、やさしい地域
づくりの担い手として、今回学んだことを生かしていってほしいと思います。 

おいもパーティー、 
とってもおいしかったよ！ 
１・２年生は収穫したさつまいもを使って、

おいもパーティーを行いました。 
神﨑様と川口様に芋料理を教えていた

だき、スイートポテト・おいも餃子・おいもス
ティック・おいも団子の４品を作り上げまし
た。初めて包丁を使って切ったり、フライパ
ンで焼いたりした子供もいたようで、とても
よい経験になりました。 
一番人気は、おいも 

餃子だったそうです。 
冬休みに、ご家庭でも 
お子さんと一緒に作ら 
れてみてはいかがでし 
ょうか。 

戦争体験講話 
戦時中のくらし等を学ぶため、山口様にご

講話いただきました。山の上の学校に爆弾
が落とされた時の様子や当時の衣食住につ
いても詳しく教えていただきました。戦後８０
年ほどが経過し、当時のお話をうかがうこと
は大変貴重であり、意義深いものです。 
子供たちへのメッセージとして、「人生に悩

みや苦しみがなかったら、喜びや楽しみもま
たないだろう。人は皆、何かしらの悩みや苦
しみをもっている。だが、 
それに負けずにしっかり 
と生き抜いていってほし 
い」と伝えられました。 
子供たちは、しっかりと 
山口様の話に耳を傾け 
ていました。 

  


